
平成２９年６月２９日に教職教育部 FD・自己点検評価委員会主催で、教職科目「教職入門」の

実践交流を目的とした FD 研修会が行われた。当日は、梅田和子教授、西仲則博講師による実

践報告を中心に、この授業の進め方について活発な意見交換が行われた。

本資料「『教職入門』導入期について」は、現在のような「関門科目」としての性格を持つ

「教職入門」が導入された頃、この科目の目標・関門科目としての性格・実施方針などについ

て教職教育部内で議論されていた内容を確認することを主な目的として、堀緑委員長と学務部

の協力を得て、過去の会議資料などを活用して作成したものである。教職教育部の活動を学内

外に紹介する記録の一つとして、以下紹介する。

〈資料〉教職教育部 FD 研修会

（教職教育部 FD・自己点検評価委員会主催、平成２９年６月２９日）

「教職入門」導入期について

冨岡　勝

１．現在のような関門科目としての「教職入門」は、平成２１年度から開始

「教職入門」という科目自体が開講したのは平成１８年度から。従来の「教師論」から名称変

更によって開講された。

平成２１年度から導入した「科目の履修順序と履修条件」（履修モデル）の一環として、関門

科目、「第１のチェックポイント」としての役割を担うこととなった。
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２．平成２１年度からの「教職入門」の共通の到達目標

・教職の意義・役割・職務内容などに関する基礎知識を獲得すること

・それを前提に、教育とはどのような仕事であるのか、教育者は子どもの人間的成長や学習

においてどのような役割を果たす存在でなければならないか等について主体的に考えよう

とする姿勢が形成されること。

・教師をめざす強い意欲が形成されること

＊教育職員免許法施行規則での規定では、「教職の意義等に関する科目」に含めること

が必要な事項は、教職の意義及び教員の役割、教員の職務内容（研修、服務及び身分

保障等を含む。）、進路選択に資する各種の機会の提供等となっている。

３．関門科目としての性格

・平成２０年度までにワーキンググループをつくって、関門科目としての「教職入門」の授業

内容と評価方法について検討していた。

・「教職入門」の単位修得者のみに他の教職科目の受講資格を与える方針（関門科目化）に

ついて検討。

・授業内容では、「教職の意義等に関する科目」に関する教育職員免許法施行規則の趣旨を

満たしながら、近畿大学独自の教員養成の目標に照らして何を学ばせるか、について検討

した。

・評価方法では、勉学不足のもの、意欲を欠くものを客観的な形式的に明瞭に判別すること

ができるようなあり方が検討課題となった。

４．文部科学省モデル事業として本学が実施した「教員養成学部を有しない総合大学における

教員養成カリキュラムの改善モデル構築」において、他大学調査を実施

　（以下、モデル授業の近畿大学最終報告書より）

・本学と同じように教員養成学部のない体制で教員養成を行っているいくつかの大学では、

〈資格だけは取得したいが、勉強はしたくないという学生〉〈教員を目指すためには大学入

学までの基礎学力が著しく乏しい学生〉が、少なからず教職課程を受講し、その悪い授業

態度や学力不足から教職課程の質の低下を招いていることや、そのような学生が自らの態

度や学力を改めないまま介護等体験や教育実習に参加する現状を危惧し、それを改善した
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いという思いをもっていることがわかった。

・他大学の取り組み例として「一斉の学力試験による選抜を教職課程履修登録の段階で実

施」、「大学における教養課程・専門課程・教職課程すべての成績の平均値が一定のレベル

に満たない者は教育実習の申し込みをさせない」などがある。

・これらの事例も参考にしながら、本学ではひとまず、入り口の管理・資格要件の見直し

（三段階の「関門」の設置）・出口管理を明確にすることを検討した。

５．平成２１年度「教職入門」実施にあたっての方針（平成２１年２月２６日の全体会議で報告され

た実施要領〈別紙１〉より）

・第９回授業で基礎知識確認試験を実施し、その得点が６０点に満たない者はこの授業の評価

を受ける資格を失う。

・理由を問わず欠席は３回まで（出席回数は点数化せず）

・授業内容は以下のことが求められていることを踏まえながら、担当者の裁量で考える。た

だし、可能な範囲で基礎知識確認試験の内容を加味し、暗記的な試験の意義が深まるよう

に授業内容を考慮する（記憶を確かとするエピソード挿入などの工夫）

　教職という職業の特徴、教育に関する法規、教員養成制度、教員の採用・研修、教員の服

務、学校における教育活動、教育課程の計画・実施、授業の計画・実施、学校の組織と運

営、教育委員会と教員の関係、教職の専門性と教員の地位、中学校・高等学校教員の現状、

今日の教育改革の動向

・成績評価の目安

　①定期試験またはそれに代わるレポート、その他の課題（教職に対する知識・理解）

　②毎授業の小レポート・発表などの取り組み・学習態度（教職に対する関心・意欲）

　③毎授業の小レポート・発表などの内容評価（教職に対する見方や考え方）

　　　　＊①②③の割合は授業担当者に一任

＊基礎知識確認試験の（合格者の）点数を成績評価に含めるかどうかについては、

授業担当者に一任。例えば、①や②の目安として基礎知識確認試験の点数を評価

に入れることも可能。ただし、基礎知識確認試験の点数を評価に含めるか否か、

どの程度含めるかなどについては必ず学生に伝えること。
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〈基礎知識確認試験の導入理由〉

・暗記的な性格が強く、教職課程の試験として最適であるとは言い難い面があるが、それを

承知の上で基礎知識確認試験を実施する理由がある。

・法規、重要用語など教職の基礎的な知識についてはしっかり覚える必要がある。

・教職に対する情熱は、このような試験に対する取り組みにも表れると考える（意欲の無い

学生を見極める）。

・総合的な評価について各担当教員の裁量で行うことにより、担当教員による授業の創造性

を残したい。

・ただし、「教職入門」を最初の関門科目として位置付けたため、最低限の学生評価の客観

性・共通性を担保する必要がある。

６．文部科学省の「教職課程コアカリキュラム案」（平成２９年５月２７日公示）における「教職

の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校への対応を含む。）」　〈別紙２〉

・一般目標と到達目標を明確にしたシラバスを作成する必要がある。

・追加項目である「チーム学校への対応」について、何らかの研究業績が必要。
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